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○  有識者会議では、現在、「トンネル掘削に伴う大井川中下

流域の地下水への影響」と「トンネル湧水の大井川への全

量戻し方」についての検討を行っている。 

これらの検討にあたっては、従来の水収支解析モデルに

よる解析結果の検証に加え、大井川に関する実測データに

基づいた科学的・工学的見地から議論を進めているところ

である。 

 

○  本日の第５回有識者会議では、前回会議までの指摘を踏

まえ、以下のとおり議論を行った。 

 

 

【トンネル掘削による大井川中下流域の地下水への影響】 

・  主にトンネル施設の規模等を決める目的で作成された

水収支解析モデルにおいて、解析の過程で算出される地下

水位の変化を検証した結果、トンネル掘削による地下水へ

の影響範囲はトンネル掘削が行われる上流域に留まって

いるとの計算結果がＪＲ東海から示された。 

 

・  また、大井川下流域（扇状地）の地下水位と降水量や河

川流量との関係を実測データに基づき調べた結果、扇状地

内の上流域では、降水量や河川流量の影響が見受けられる

が、扇状地内全体としては安定した状態が続いていること

が確認された。さらに、中下流域の河川流量は上流域のダ

ムにより利水の安定供給のためにコントロールされてい

ることも示された。 



 

 

・  これらのことから、トンネル湧水が大井川に適切に戻さ

れている範囲においては、今回示された実測データと水収

支解析モデルをつなぐ考え方が示される必要があるが、ト

ンネル掘削による中下流域の地下水への影響は概括的に

は問題ないと言えるのではないかとの複数の意見があっ

た。これをさらに確かにするため、今後、化学的なデータ

や静岡市による解析結果等を用いて、追加の検討を行うよ

う有識者会議からＪＲ東海に対して指示があった。 

 

 

【トンネル湧水の全量の大井川表流水への戻し方】 

・  ＪＲ東海からは導水路トンネル及びポンプアップによ

ってトンネル湧水の全量を大井川に戻す方法が示されて

いる。 

 

・  今回会議では、工事期間中に山梨県側にトンネル湧水が

流出することに関し、トンネルの掘削方法について議論を

行い、ＪＲ東海から示された工法については現実的であろ

うという意見もあったが、工事期間中に山梨県側に一定量

のトンネル湧水が流出することから、中下流への影響等に

ついて、ＪＲ東海が更なる検討を進めるよう要請した。 

 

・  本件に関しては流出する湧水量の定量的な評価や施工

管理等、次回も引き続き議論することとなった。 


